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小特集　伝統芸能と心理学

無表情の代名詞でもある「能面」。
その表情は，微笑んでいるのか，泣
いているのか，捉えどころのない表
情をしている。しかし，能舞台上で
は一枚の能面が様々な情動を見事に
表現する。恋が成就しなかった女性
の激しい情念の表情，子どもを失い
気が狂うほどの悲しみの表情，それ
らの表情は舞台を見ている観客の心
も激しく揺さぶる。なぜ能面はそれ
ほどまでに強い情動を私たちに伝え
ることができるのか，それを解明す
るために私は現在，能面の表情の研
究を行なっている。
私が所属する科学技術振興機構

ERATO 岡ノ谷情動情報プロジェク
トでは，他者とのコミュニケーショ
ン状況で，言語とともに伝達される
心の状態（情動）を他者に伝達する
情報，情動情報の研究を行なってい
る。対面的なコミュニケーション事
態においては，言語情報とともに，
情動情報も身振り，視線，声の抑揚
などで相手に伝えることができる。
しかし，非対面的な，特に電子機器
を媒介したコミュニケーション時に
おいては，言語情報は活字として的
確に伝えられる一方で，情動情報は
伝達されず欠落していることが指摘
できる。非対面コミュニケーション
時における情動情報の欠落こそが，
現在のコミュニケーション危機を生
み出していると考え，われわれのプロ
ジェクトでは，情動情報の本質を研究
し，それをいかに正しく伝えること
ができるか，その伝達方法を考案す
ることを一つの研究目的としている。
そんな中，なぜ「能面」研究なの

か。私たちは，嬉しい時，悲しい時，
顔に存在する 30 以上ある表情筋を
動かすことで表情を表出する。しか
し，能面は木彫りのお面であり，自
在に動かすことができる表情筋を一

切持たない。つまり，能面の表情表
出を研究することで，筋肉の動きに
よらない表情表出の方法を検討する
ことができるのである。
また，一般的に無表情といわれる

「女面」（女性の役柄を演じるときに
付けられる能面）は，能の世界にお
いては，無表情ではなく，ありとあ
らゆる表情を表出することができる
「無限表情」といわれる。図 1 をご
覧いただきたい。この図の左側の 6
枚の画像は，Facetoolという表情作
成ソフト（東京大学原島・苗村研究
室）を使用して，「増女」という能
面の表情を基本 6情動の表情に変化
させたものである。その後，その 6
枚の画像の平均顔を作成すると，増
女の表情と酷似した表情ができ上が
るのである。女面の捉えどころのな
い表情とは，様々な表情を複合した
表情である可能性がこの図から読み
取れる。つまり，能面の表情を研究
することは，複雑な筋肉の動きを持
たない単一の物体が，それ一つで
様々な情動を表現する手段を抽出で
きる可能性を秘めているのである。
では，木製のお面である能面は，

どのようにその表情を変化させるの

だろうか。代表的なものが，能面を
上下方向に傾ける動き（型）である。
能面を上方向に傾ける動作は「面を
テラス」といい，その人物の喜びや
微笑みを表現する。一方，能面を下
方向に傾ける動作は「面をクモラス」
といい，その人物の悲しみや泣き顔
を表現する。そもそも女面は上下に
傾けた場合，表情が変化するように
作成されている。下まぶたの切り込
みが直線的な一方で，上まぶたは山
形に切り込まれており，額が広く，
口が受け口になっているため，能面
を上下に傾けた場合に表情が変化す
るのである（中森, 1983）。
そこでわれわれは，上向きに傾け

られた能面の表情（テル），下向き
に傾けられた能面の表情（クモル）
は，人間が表出する「喜び」「悲し
み」の表情と共通点があるのか否か
を検討するために，上向き能面，下
向き能面，喜び，悲しみの Action

Unitの動きを検討した。Action Unit

とは，表情研究の第一人者であるエ
クマン（Ekman, P.）によって定義
された，表情作成にかかわる顔面の
動きの活動単位であり，「眉内側を
上げる」「口角を引き上げる」など，
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図1 作成された「増女」の基本6表情とその平均顔
独立行政法人日本芸術文化振興会製作「能楽」ホームページより画像を引用
（http://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/edc9/index.html）
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眉，頬，目，口などの表情作成にか
かわる動きを 44 項目にまとめたも
のである。実験参加者の課題は，参
加者が思う「喜び」「悲しみ」の表
情と，上向き能面，下向き能面の表
情（画像を参照しながら作成）を表
情作成ソフトの Facetoolを使用して
作成することであった。Facetoolで
は Action Unitの動きに対応したス
ライダーを動かすことで，表情をパ
ソコン画面上で変化させることができ
る。そのため，われわれは Facetool

を使用し，参加者が特定の表情を作
成する際，どの Action Unitをどの
程度動かしたかを記録し比較した。
その結果，上下に傾けた能面の表

情は，単一の表情を表現するもので
はなく，眉，目，口がそれぞれ異な
る表情と共通した Action Unitの動
きをしていることが明らかとなっ
た。上向き能面の眉と口は「悲しみ」
表情の Action Unitの動きと共通し
ており，目は「喜び」表情の Action

Unitの動きと共通していた。一方，
下向き能面の眉と口は「喜び」表情，
目は「悲しみ」表情の Action Unit

と共通することが示された（図 2）。
つまり，上下に傾いた能面の表情は
「悲しみ」と「喜び」の表情が複合
しており，その表情はキメラである
ことが明らかとなった（西村・岡ノ
谷・川合, 2010b）。加えて行われた
調査からは，眉，目，口がそれぞれ
異なる表情を表出する能面の口元の
形に依存して，観察者は能面の表情
が「喜び」か「悲しみ」であるかを
判断することも明らかとなった。
しかし，この結果を鑑みると，能

で定義されるテルとクモルは，観察
者にはそれぞれ逆の表情として捉え
られる可能性が指摘される。本来，
能では，能面を上向きに傾ける（テ
ル）ことで「喜び」を，能面を下向
きに傾ける（クモル）ことで「悲し
み」を表現する。しかし，われわれ
の調査では，観察者は能面の口元に
注目しその表情を判断し，上向き能
面の口元が合成された能面は「悲し
み」，下向き能面の口元が合成され
た能面は「喜び」と判断されること
が示された。実際，能舞台上で悲し
みの演技である「シオリ」（能面を
徐々に下に傾けると同時に手を顔に
徐々に近づけ悲しみを表現する型）
を演じている演者の DVD 映像から

静止画を切り取り，徐々に下向きに
傾けられる能面の表情が「悲しみ」
あるいは「喜び」のいずれに見える
かという調査を行なったところ，や
はり下向き能面の表情は「喜び」と
判断されやすいという結果が得られ
た（西村・岡ノ谷・川合, 2010a）。
能の定義と，われわれの調査結果

の溝を埋める要因は様々あると考え
られる。能を観劇する場合，観客は
能面だけを見つめているわけではな
い。能舞台には能面をつけ，身体で
も情動を表現する演者がおり，舞台
の後方には笛，小鼓

こつづみ

，大鼓
おおつづみ

，太鼓
たい こ

で
音楽を奏でる囃子

はや し

がおり，舞台の脇
には物語の状況説明や人物の心情を
語る地謡

じうたい

が存在する。表情認知が表
情表出者の体勢（Aviezer et al., 2008）
や，その場に流れる音楽（加藤・赤
松, 1998），予め聞かされている物語
（Carroll & Russell, 1996）によって変
化することは先行研究によって明ら
かにされている。したがって，複合
的な要素をもつ能面の表情は，能舞
台上の様々な要因によって，捉えら
れる表情は時々刻々と変化すること
は十分考えられる。また，能舞台を
観劇する場面を想像すれば，それら
の様々な情報が能面の表情に付加さ
れることで，表情認知が変化するだ
けでなく，ぞっとするような，ある
いは心湧き立つような情感まではっ
きりと捉えることができると考えら
れる。そして，その文脈情報こそが，
私たちの電子コミュニケーションを
代表とした非対面場面でのコミュニ
ケーションにおいて，情動情報を欠
落させることなく相手に伝達させる
ための重要な要素になると考えてい

る。
これまでのわれわれの研究から

は，能面は悲しみと喜びという，相
反する表情を併せ持つことがわかっ
てきた。ある特定の表情を表出しな
いことこそが，その表情を見る私た
ちの心の状態にも即した，最も適当
な表情を表出することができる要因
であるとも考えられる。能面の表情
がもつ奥行きを実感しながら今後も
研究を続けていきたい。
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図2 上下に傾きを変えた能面の眉，目，口が表出する表情
能面師倉林朗氏製作「能面師倉林朗能面展示室」ホームページより画像を引用
（http://www.nohmask.net/nohmasks/index.html）
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